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	令和８年度　 生活者としての外国人のための
	埼玉県「地域日本語教育プログラム」
	を担う

	人材養成研修
	日本語教師対象
	開催期間

	令和８年９月２６日 ～ 　　　　１１月２１日（全７回）
	開催方法
	オンライン及び対面
	参加費
	無料
	定員
	１５名
	埼玉県の地域日本語教育プログラムについて、ともに考えませんか？
	　埼玉県では、外国人住民の増加に伴い、地域における日本語教育の充実がますます重要となっています。県では、「生活者としての外国人」が、地域での生活に必要となる日本語能力を身に付けることができるよう、埼玉県「地域日本語教育プログラム」の開発を進めるとともに、市町村と連携して、そのプログラムを活用した公的な日本語学習機会の整備を進めています。本研修では、その担い手として、地域住民や行政等と連携しながら、多文化共生の地域づくりに貢献できる日本語教師を育成することを目的としています。
	参加の要件
	研修の詳細・お申込み方法については、裏面をご覧ください
	主催：　埼玉県 、　（公財）埼玉県国際交流協会



	研修スケジュール＆内容
	※原則として、全７回すべてに参加をお願いします。
	日時
	主な内容
	区分
	実施方法/会場
	第１回
	オリエンテーション ・埼玉県地域日本語教育プログラムの概要 ・A1・A2コースのカリキュラム説明 ・「生活者としての外国人」を取り巻く多様な言語課題について

	9月26日（土） 10:00～12:30
	オンライン/Zoom
	講義

	第２回
	対面/さいたま市 産業文化センター
	(さいたま市中央区）
	講義
	埼玉県の公的日本語教室における教室活動の実際 ・「活動アイデアブック」の活用方法 ・公的日本語教室の試行時における実践報告 ・日本語教師と日本語交流パートナー（地域ボランティア）の役割

	10月３日（土） 13:00～16:00
	第３回
	10月12日 13:00～16:00
	講義
	実践演習に向けた準備 ・グループで活動アイデアの共有と検討 ・実践演習の計画・準備
	(月・祝)
	オンライン/Zoom

	第４回
	(さいたま市南区）
	実践演習①(A1コース) ・「自分自身」をテーマとしたユニットの実践演習 ・グループごとの教室活動の実施と振り返り

	10月25日（日） 13:00～16:00
	対面/
	実践演習
	　　コーププラザ浦和

	第５回
	対面/さいたま市
	産業文化センター
	(さいたま市中央区）
	実践演習②(A1コース) ・「社会生活」をテーマとしたユニットの実践演習 ・グループごとの教室活動の実施と振り返り

	11月８日（日） 13:00～16:00
	実践演習

	第６回
	研修のまとめ ・研修全体の振り返り ・グループディスカッション

	11月21日（土） 13:00～16:00
	オンライン/Zoom
	講義

	見学回
	10月～翌年1月中 のどこか１日 (2時間半程度)
	教室見学
	対面/会場未定
	会場へのアクセス：第２回及び第５回：さいたま市産業文化センター（JR「与野本町」駅  東口から徒歩 6分）
	第４回：コーププラザ浦和（JR「南浦和」駅　西口から徒歩５分）
	　　　　　　　　　見学回については、会場決定次第、受講者にご連絡します。
	※ 対面での研修に係る交通費等、オンラインでの研修に係るインターネット等の諸経費は参加者負担となります。
	※ 受講決定後、第１回研修までに事前課題（動画視聴及びワークシートの作成）に取り組んでいただきます。
	※ 第２回研修には、昨年度の同研修受講者が参加する予定です。

	※ 本研修では、A1レベルの教室活動を取り上げ、実践演習を行います。
	※ 研修終了後、事後課題（レポート提出）があります。



	申込方法
	下記二次元コードまたはURLから詳細ページをご一読の上、ページ内の申込フォームよりお申し込みください。
	https://sia1.jp/topics/r8nihongo_jinzai/

	申込〆切： ９月１５日（火）
	※ 定員を超えた場合、申込内容を総合的に判断し、 　 選考により参加者を決定します。

	講　師
	以下の埼玉県地域日本語教育コーディネーターが主に講師を 担当します。(※50音順)
	お問合せ先
	TEL   ０４８－８３３－２９９２       Eメール    jigyo@sia1.jp        WEB   https://sia1.jp/



